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２
０
２
４
年
１
月
30
日
の
顧
問
会
（
責
任
役
員
会
）
、
お

よ
び
２
月
27
日
の
司
祭
評
議
会
に
お
い
て
、
１
月
29
日
付
で
札

幌
地
区
長
・
小
樽
教
会
主
任
司
祭
（
佐
藤
謙
一
師
）
と
教
会
運

営
委
員
長
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
「
小
樽
教
会
住
ノ
江
聖
堂
の

廃
止
の
お
願
い
」
を
受
け
、
検
討
の
結
果
、
小
樽
教
会
住
ノ
江

聖
堂
を
閉
鎖
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

長
き
に
わ
た
り
、
小
樽
市
住
ノ
江
地
区
に
お
い
て
宣
教
司
牧

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
感
謝
致
し
ま
す
。
今
後
の
住
ノ
江
聖
堂

の
用
途
に
つ
い
て
は
、
小
樽
教
会
共
同
体
と
共
に
教
区
で
検
討

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
４
月
28
日
午
後
３
時
よ
り
住

ノ
江
聖
堂
で
の
最
後
の
ミ
サ
を
勝
谷
司
教
司
式
の
も
と
執
り
行

い
ま
す
。
共
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

小
樽
教
会
住
ノ
江
聖
堂
閉
鎖
に
つ
い
て

「
手
造
り
教
会
」
74
年
の
歴
史
に
幕

【
ペ
ト
ロ
・
千
葉
充
新
司
祭
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

大
き
な
大
き
な
お
恵
み
を
頂
く
と
き
、
嬉
し

く
て
、
嬉
し
く
て
、
た
だ
嬉
し
く
て
、
自
然
と

涙
が
溢
れ
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
叙
階
式
で
し
た
。

司
教
様
、
神
父
様
方
、
両
親
と
姉
弟
、
友
人
、

シ
ス
タ
ー
方
、
信
徒
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
て
、

叙
階
の
秘
跡
に
与
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
遠
く

か
ら
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
の

お
祈
り
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

叙
階
前
の
黙
想
会
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

神
父
様
が
、
司
祭
生
活
を
通
し
て
自
分
と
向
き

合
い
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
、
ご

自
身
の
経
験
か
ら
分
か
ち
合
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
、
優
秀
な
自
分
が

い
る
の
で
は
な
く
、
弱
い
自
分
が
そ
こ
に
「
い

る
」
こ
と
の
気
付
き
で
す
。
そ
ん
な
時
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
、

「
そ
の
ま
ま
、
お
い
で
」
と
、
主
が
呼
び
か
け

て
い
る
よ
う
な
思
い
が
し
ま
し
た
。

今
は
ま
だ
、
与
え
ら
れ
た
こ
と
の
大
き
さ
に

お
の
の
い
て
い
る
最
中
で
す
が
、
ミ
サ
を
捧
げ

る
こ
と
の
喜
び
を
、
人
々
と
出
会
う
こ
と
の
喜

び
を
、
そ
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
の
喜
び
を
、

日
々
分
か
ち
合
い
な
が
ら
歩
み
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
お
祈
り
に
、
心
か
ら
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
司
祭
職
の
歩
み
の
た

め
に
、
引
き
続
き
お
祈
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
住
ノ
江
聖
堂
】
〈
聖
マ
リ
ア
の
汚
れ
な
き
聖
心
〉
１
９
４
９
年
小

樽
市
の
信
徒
の
増
加
に
対
応
し
て
新
教
会
を
開
設
す
る
た
め
現
在
地

に
土
地
建
物
を
買
収
。
同
年
10
月
初
代
主
任
司
祭
木
内
藤
三
郎
師
着

任
。
直
ち
に
信
徒
を
動
員
し
て
建
物
の
増
改
築
に
着
手
、
11
月
13
日

献
堂
式
。
（
富
岡
教
会
か
ら
約
１
４
０
名
転
籍
）
引
き
続
き
木
内
氏

を
先
頭
に
信
徒
の
献
身
的
な
働
き
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
か
ら
始
め
て

道
路
壁
、
司
祭
館
、
聖
堂
を
拡
張
整
備
し
、
１
９
５
２
年
11
月
16

日
聖
堂
増
築
完
成
献
堂
式
を
挙
行
。
「
働
く
神
父
」
に
率
い
ら
れ
た

信
徒
の
汗
の
結
晶
に
よ
る
教
会
で
、
「
手
造
り
教
会
」
と
称
さ
れ
る
。

（
札
幌
司
教
区
昇
格
50
周
年
記
念
誌
『
躍
進
』
よ
り
）

前
日
ま
で
の
雪
空
が
嘘
の
よ
う
に

青
空
が
広
が
っ
た
３
月
20
日
、
カ
ト

リ
ッ
ク
北
一
条
教
会
に
お
い
て
、
ベ

ル
ナ
ル
ド
勝
谷
太
治
司
教
司
式
に
よ

り
、
ペ
ト
ロ
千
葉
充
新
司
祭
叙
階
式

が
挙
行
さ
れ
た
。
当
日
は
道
内
外
か

ら
50
名
を
超
え
る
司
祭
助
祭
神
学
生
、

約
４
０
０
名
の
信
徒
ら
が
駆
け
付
け
、

札
幌
司
教
区
で
は
５
年
ぶ
り
と
な
る

新
司
祭
の
誕
生
を
盛
大
に
祝
っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
多
く
の

参
列
者
が
千
葉
新
司
祭
を
祝
福
し
、

会
場
は
希
望
と
喜
び
に
包
ま
れ
た
。

【
ペ
ト
ロ
・
千
葉
充
神
父
】
（
ち
ば
み
つ
る
）

１
９
７
６
年
７
月
13
日
小
樽
市
生
ま
れ
。
47
歳

１
９
７
７
年
10
月
９
日
住
ノ
江
教
会
に
て
受
洗

ペ
ト
ロ
・
千
葉

充

新
司
祭
誕
生



教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
２
０
２
４

年
１
月
25
日
付
で
新
駐
日
教
皇
大
使

と
し
て
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
出
身
の
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
・
モ
リ
ー

ナ
大
司
教
（A

rch
bish

op
F
ran

cisco
G
erard

o
E
scalan

te
M
o
lin
a

）
を
任
命
し
た
こ
と
を
発

表
し
ま
し
た
。
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
・
モ

リ
ー
ナ
大
司
教
は
現
在
、
ハ
イ
チ
の

教
皇
大
使
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
▼h
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２
０
２
３
年
12
月
16
日
、
東
京
カ

テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア
大
聖
堂
に
て
、

国
内
外
か
ら
１
０
０
名
を
超
え
る
司

教
司
祭
の
他
、
５
０
０
名
を
超
え
る

参
列
者
が
見
守
る
中
、
菊
地
功
大
司

教
主
式
で
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
レ
ン
ボ

（A
n
d
re
a
L
em
bo

）
被
選
補

佐
司
教
の
司
教
叙
階
式
ミ
サ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
（
叙
階
式
の
様
子
、
ア

ン
ド
レ
ア
補
佐
司
教
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
掲
載
さ
れ
た
「
東
京
教
区
ニ
ュ
ー

ス
」
は
東
京
大
司
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
▼h
ttp

s://tokyo.cath
olic.jp

/
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【
教
区
司
祭
人
事
】
４
月
１
日
付

●
札
幌
地
区

〇
恵
庭
・
千
歳

主
任

松
村
繁
彦

（
江
別
・
大
麻
・
小
野
幌
・
新
田
・

岩
見
沢
・
北
広
島
・
月
寒
・
北
一

条
・
真
駒
内
の
９
教
会
及
び
教
区

事
務
局
長
兼
任
）

・
蓑
島
克
哉
（
主
任
を
解
く
）

〇
札
幌
東
ブ
ロ
ッ
ク
11
教
会
（
江
別
・

大
麻
・
小
野
幌
・
新
田
・
岩
見
沢
・

北
広
島
・
月
寒
・
北
一
条
・
真
駒

内
・
千
歳
・
恵
庭
）

・
助
任

千
葉

充
（
新
司
祭
）

※
協
力
司
祭
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

〇
札
幌
西
ブ
ロ
ッ
ク

・
協
力
司
牧
者

Sr.
松
宮
る
み
子

（
コ
ン
グ
レ
ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
修
道
会
・
東
京
）

元
旦
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
災

害
の
支
援
の
た
め
に
、
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
（
緊

急
時
対
策
支
援
チ
ー
ム
）
と
し
て
、
１

月
18
日
～
27
日
、
２
月
12
日
～
19
日
の

２
回
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
を
所
管
す
る
名
古
屋
教
区
で

は
、
金
沢
教
会
に
「
の
と
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
通
称
「
の
と
セ
ン
」
を
設
置

し
、
そ
こ
で
教
区
司
祭
の
片
岡
神
父
が

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
陣
頭
指
揮
を
と
り
、

能
登
の
被
災
地
を
支
援
す
る
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
は
、
毎

週
日
曜
日
に
七
尾
教
会
の
前
に
「
じ
ん

の
び
（
能
登
地
方
の
方
言
で
『
く
つ
ろ

ぎ
』
等
の
意
）
食
堂
」
と
銘
打
っ
た
炊

き
出
し
を
し
て
い
て
、
こ
こ
で
は
現
地

の
人
々
の
生
の
声
を
聴
け
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
が

復
旧
す
る
ま
で
の
間
、
生
活
用
水
な
ど

を
家
庭
に
配
送
す
る
「
水
支
援
」
を
中

心
に
行
い
、
水
道
復
旧
と
併
せ
て
、
さ

ら
に
奥
地
の
能
登
島
（
七
尾
市
）
ま
で

支
援
の
手
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て

災
害
廃
棄
物
の
搬
出
支
援
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
輪
島
に
も
、
支

援
の
手
を
伸
ば
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
支
援
は
ま
だ
ま
だ
先
が
長
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
シ
ノ
ド
ス
的
に
、

「
共
に
歩
む
教
会
」
と
し
て
、
み
な
さ

ん
の
支
援
が
必
要
で
す
。

【
能
登
半
島
地
震
募
金
の
お
知
ら
せ
】

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
及
び
カ
ト
リ
ッ
ク

名
古
屋
司
教
区
で
は
能
登
半
島
地
震
の

募
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
札
幌
司
教
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

被
災
地
の
今
を
伝
え
る
「
の
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
ブ
ロ
グ
▼h

ttp
s://

n
otosen

.blogsp
ot.com

/

能
登
半
島
支
援
報
告

教
区
災
害
担
当
司
祭
・
Ｅ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

佐
久
間

力

おめでとうございます

ダイヤモンド祝
マンフレード師
FRIEDRICH,Manfred
フランシスコ会
1936年7月4日生 87歳
1964年7月26日叙階
滝川教会主任
・旭川地区協力司祭

ダイヤモンド祝
ルカ師
BONAVIGO,

Luca Tarcisio
フランシスコ会
1937年9月1日生 86歳
1964年6月21日叙階
北十一条・北二十六条

・花川教会助任

ダイヤモンド祝
ナルチゾ師
CAVAZZOLA,
Narciso Caesare

フランシスコ会
1939年5月26日生 84歳
1964年6月21日叙階
砂川・美唄教会主任

新
教
皇
大
使
の
任
命
に
つ
い
て

ア
ン
ド
レ
ア
補
佐
司
教
叙
階



「
日
本
の
シ
ノ
ド
ス
の
つ
ど
い
」

に
、
札
幌
教
区
か
ら
勝
谷
司
教
と
私

た
ち
札
幌
教
区
シ
ノ
ド
ス
・
チ
ー
ム

（
佐
久
間
力
神
父
、
荒
木
関
充
氏
、

Sr.
宮
崎
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
集
い
で
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、
１
日
目
と
２
日
目
に
行
わ
れ
た

「
霊
に
お
け
る
会
話
」
で
す
。
10
名

ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
あ

る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
祈
っ

た
こ
と
を
１
人
３
分
以
内
で
分
か
ち

合
っ
て
い
き
ま
す
。
３
名
ほ
ど
発
言

し
た
と
こ
ろ
で
、
１
分
ほ
ど
の
短
い

沈
黙
の
時
間
を
取
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
し
て
一
周
し
た
あ
と
、
二
周
目

は
、
一
周
目
で
他
の
人
が
言
っ
た
こ

と
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
や
は
り

１
人
３
分
程
度
で
分
か
ち
合
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
最
後
は
、
そ
れ
ま

で
出
て
き
た
こ
と
の
な
か
で
同
意
で

き
る
点
と
同
意
で
き
な
い
点
を
ま
と

め
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
は
普
段
、
誰
か
と
意
見
が

食
い
違
っ
た
と
き
、
多
数
決
や
声
の

大
き
い
人
の
意
見
が
通
り
が
ち
で
す
。

し
か
し
こ
の
「
霊
に
お
け
る
会
話
」

で
は
、
聖
霊
の
働
き
を
み
ん
な
で
探

り
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
意

見
や
思
い
を
ま
と
め
て
い
く
の
で
す
。

こ
れ
は
ぜ
ひ
自
分
の
修
道
院
や
職
場

で
、
さ
ら
に
は
札
幌
教
区
全
体
に
広

め
て
い
き
た
い
方
法
で
す
。

（
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
修
道
会
・
Sr.
宮
崎
妙
子
）

3

札
幌
教
区

シ
ノ
ド
ス

「
日
本
の
シ
ノ
ド
ス
の
つ
ど
い
」

３
月
７
日
～
８
日

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館

札
幌
地
区
交
流
会

～
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
の
課
題
～

２
月
10
日
・
北
一
条
教
会

今
回
の
参
加
者
は
70
名
。
勝
谷
司
教

か
ら
シ
ノ
ド
ス
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ

り
、
以
下
要
約
し
ま
す
。

今
回
の
シ
ノ
ド
ス
は
、
本
来
の
意
味

で
あ
る
「
と
も
に
歩
む
」
を
目
的
に
、

全
世
界
の
地
方
教
会
と
す
べ
て
の
信
者

か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
テ
ー
マ
も
「
シ

ノ
ド
ス
的
教
会
（
と
も
に
歩
む
教
会
）

の
た
め
ー
交
わ
り
、
参
加
そ
し
て
宣
教
」

で
す
。
こ
の
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
を
続
け

る
上
で
一
つ
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
教
会
内
の
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
で
す
。
深
刻
な
の
は
、
教
会
内
で

権
威
や
支
配
力
を
持
っ
た
信
徒
に
よ
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
す
。
司
祭
が
教
会
運

営
に
か
か
わ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
現
状
で
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て

指
導
的
な
役
割
を
任
さ
れ
る
信
徒
に
こ

の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
教
会
に

と
っ
て
致
命
的
な
問
題
で
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
対
応
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
シ
ノ
ド
ス
の
歩
み
を
続
け
て
い
く

上
で
大
切
な
要
素
は
「
分
か
ち
合
い
」

と
「
識
別
」
で
す
。

こ
の
あ
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

に
移
動
し
交
流
会
。
コ
ロ
ナ
中
止
期
間

後
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
親
交
を
深
め
ま

し
た
。

（
山
鼻
教
会
・
能
町
浄
彦
）

１
月
２
日
～
12
日
、
４
年
ぶ
り
に
８

人
の
高
校
生
と
１
人
の
高
校
教
員
と
共

に
フ
ィ
リ
ピ
ン
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
祐
川

神
父
が
開
設
し
た
児
童
養
護
施
設
「
イ
ー

ス
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
（
Ｅ
Ｖ
）
」
を
訪
ね

た
。
出
発
時
、

羽
田
空
港
で
の

大
惨
事
の
影
響

を
ま
と
も
に
受

け
、
急
遽
茨
城

空
港
経
由
、
鉄

路
で
羽
田
へ
。

す
っ
た
も
ん
だ

の
出
国
ス
テ
ー

ジ
を
経
て
実
施

さ
れ
た
。

目
的
は
「
異

文
化
に
触
れ
、

そ
れ
を
好
き
に

な
る
こ
と
」
。

過
去
か
ら
連
綿

と
受
け
継
が
れ

る
様
々
な
問
題

を
学
ぶ
こ
と
も

大
切
だ
が
、
ま

ず
お
互
い
の
か

け
が
え
の
な
さ

を
認
め
、
好
き

に
な
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら
だ
。

Ｅ
Ｖ
で
の
日
々
は
、
高
校
生
に
と
っ

て
「
初
め
て
」
の
連
続
だ
っ
た
。
バ
ケ

ツ
か
ら
冷
た
い
水
を
か
ぶ
る
シ
ャ
ワ
ー
、

紙
の
流
せ
な
い
ト
イ
レ
、
見
た
こ
と
も

な
い
果
物
の
数
々
と
そ
の
食
べ
方
、
手

掴
み
で
の
食
事
、
伝
統
料
理
の
た
め
飼
っ

て
い
た
子
豚
の
屠
殺
に
も
立
ち
会
っ
た
。

一
つ
一
つ
戸
惑
い
な
が
ら
、
学
び
、
受

け
入
れ
、
馴
染
ん
で
い
っ
た
。
そ
れ
は

一
緒
に
暮
ら
す
Ｅ
Ｖ

の
子
ど
も
た
ち
や
大

人
た
ち
の
や
さ
し
さ

に
支
え
ら
れ
て
い
た
。

い
つ
も
誰
か
が
優
し

い
眼
差
し
で
見
守
っ

て
い
て
、
一
人
一
人

の
名
前
を
呼
び
、
そ
っ

と
寄
り
添
い
、
手
を

引
い
て
導
い
て
く
れ

て
い
た
。
「
一
人
で

い
る
と
声
を
か
け
て

く
れ
た
」
「
子
豚
の

屠
殺
の
シ
ョ
ッ
ク
で

感
情
が
抑
え
ら
れ
な

く
な
っ
た
時
に
寄
り

添
っ
て
く
れ
た
」…

な
ん
と
い
う
安
心
感
、

心
地
よ
さ
だ
ろ
う
か
。

お
か
げ
で
高
校
生
た

ち
も
早
く
か
ら
パ
ワ
ー

全
開
で
本
領
を
発
揮

し
、
友
情
を
育
ん
だ
。

お
別
れ
の
朝
、
涙
声
で
手
を
振
り
続
け

た
高
校
生
た
ち
か
ら
、
す
で
に
次
回
の

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
問
い
合
わ
せ
が

届
い
て
い
る
。
詳
細
は
報
告
書
を
お
楽

し
み
に
。

（
引
率
者
・
鳥
居
明
子
）

高校生フィリピンエクスポージャー



今
日
の
厳
し
い
世
界
情
勢
の
中
で

数
多
く
の
宗
教
者
が
そ
の
教
義
＆
信

念
を
越
え
て
日
本
国
憲
法
９
条
の
基

に
沖
縄
に
集
ま
る
と
言
う
会
議
に
参

加
さ
せ
て
頂
い
た
。

こ
の
会
議
に
は
「
ユ
ー
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
と
し
て
次
世
代
を
担
う
若
者

た
ち
が
参
加
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
並

行
し
て
組
ま
れ
て
い
た
。
初
日
の
２

月
20
日
は
終
日
現
地
研
修
で
沖
縄
戦

の
跡
地
や
嘉
手
納
基
地
等
を
巡
り
沖

縄
の
厳
し
い
現
状
を
見
学
。
そ
の
後

19
時
か
ら
開
会
式
に
続
き
岡
本
厚
氏

の
基
調
講
演
を
拝
聴
。
岡
本
氏
は

「
沖
縄
に
学
ぶ
こ
と
は
【
命
こ
そ
宝
】

だ
」
と
多
岐
に
亘
っ
て
述
べ
ら
れ
た
。

現
地
研
修
で
沖
縄
の
現
状
を
目
の
当

た
り
に
し
た
ば
か
り
の
心
に
沁
み
た

内
容
だ
っ
た
。

翌
日
21
日
は
９
時
か
ら
始
ま
る
会

議
前
に
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
準

備
を
し
て
参
加
。
午
前
中
に
４
人
の

講
演
を
聞
き
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
自
由
参
加
の
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
や
動
画
発
表
が
開
催
さ

れ
、
自
分
も
事
務
局
が
用
意
し
て
く

れ
た
資
料
を
基
に
交
流
を
行
っ
た
。

そ
の
後
16
時
か
ら
具
志
堅
貞
子
氏

（
93
歳
）
に
よ
る
沖
縄
戦
体
験
者
の

「
命
は
宝
」
と
生
き
抜
い
て
き
た
有

様
を
語
る
姿
に
涙
し
た
。
最
後
に
石

垣
島
の
市
議
会
議
員
内
原
英
聡
氏
の

講
演
で
日
本
政
府
が
民
意
を
無
視
し

て
軍
事
施
設
を
既
に
完
成
さ
せ
て
い

た
事
に
衝
撃
を
受
け
た
。

最
終
日
の
22
日
は
全
体
会
議
で
今

後
宗
教
者
と
し
て
何
が
出
来
る
か
意

見
を
出
し
合
っ
た
。
そ
の
後
ユ
ー
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
若
者
達
の

平
和
へ
の
祈
り
等
を
聞
き
「
共
同
声

明
」
を
発
表
。
引
き
続
き
参
加
者
全

員
「
平
和
行
進
」
に
参
加
。
安
里
教

会
か
ら
お
も
ろ
ま
ち
新
都
心
の
公
園

ま
で
約
40
分
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
議
長
吉
高
叶

氏
が
拡
声
器
で
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

先
頭
を
進
み
参
加
者
は
各
々
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
て
行
進
。
こ
の
後
、

オ
プ
シ
ョ
ン
の
現
地
研
修
に
参
加
し

平
和
祈
念
資
料
館
等
を
見
学
し
全
て

の
行
程
を
終
了
し
た
。

こ
の
会
議
に
参
加
し
て
憲
法
９
条

が
日
本
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
近
隣

諸
国
を
は
じ
め
世
界
か
ら
平
和
の
目

標
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
事
を
深

く
理
解
し
た
私
は
、
非
暴
力
と
対
話

に
よ
る
平
和
へ
の
声
掛
け
を
微
力
な

が
ら
発
信
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

（
北
見
地
区
正
義
と
平
和
協
議
会
・
山
田
惠
子
）

神
保
大
地
弁
護
士
に
よ
る
憲
法
講

演
会
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
岸
田
大

軍
拡
の
中
で
～
あ
ら
た
め
て
憲
法
９

条
を
考
え
る
」
が
２
月
24
日
（
土
）
、

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
併
せ
て
52
名
が
参
加
し
た
。

ロ
シ
ア
や
中
国
、
北
朝
鮮
な
ど
を

脅
威
と
し
、
２
０
２
２
年
に
閣
議
決

定
し
た
改
定
安
保
関
連
三
文
書
に
よ

り
、
戦
後
初
の
防
衛
費
増
税
（
５
年

間
で
合
計
43
兆
円
超
）
や
敵
基
地
攻

撃
能
力
（
ミ
サ
イ
ル
や
戦
闘
機
な
ど
）

の
保
有
が
進
む
こ
と
で
、
２
０
２
７

年
に
は
米
国
、
中
国
に
次
い
で
日
本

が
世
界
第
３
位
の
軍
事
大
国
に
な
る

と
い
う
。
だ
が
中
国
は
も
っ
と
軍
事

費
増
額
が
可
能
な
の
で
、
日
本
が
ど

れ
だ
け
軍
拡
し
て
も
安
心
は
得
ら
れ

な
い
の
だ
。
も
し
中
国
と
戦
争
に
な
っ

た
ら
日
本
に
食
料
が
入
っ
て
来
な
く

な
り
、
す
ぐ
に
立
ち
行
か
な
く
な
る

だ
ろ
う
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
み
て

も
戦
争
は
一
旦
始
ま
る
と
終
わ
る
の

が
難
し
い
。
だ
か
ら
戦
争
を
始
め
な

い
の
が
最
善
の
方
法
と
な
る
。
戦
争

を
仕
掛
け
る
側
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
武
器
を
も
た
な
い
、
軍
隊
は
も

た
な
い(

９
条)

だ
。
相
手
国
に
攻
め

る
理
由
を
作
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、

自
国
か
ら
軍
事
的
な
圧
力
は
か
け
な

い
。
周
辺
国
と
仲
良
く
し
、
経
済
的

協
力
関
係
を
も
つ
こ
と
が
重
要
と
強

調
。
つ
ま
り
古
い
ど
こ
ろ
か
憲
法
全

体
が
戦
争
を
防
ぐ
道
と
な
る
の
だ
。

今
回
の
講
演
で
憲
法
を
巡
る
多
く

の
学
び
が
得
ら
れ
た
。
（
札
幌
教
区

正
義
と
平
和
協
議
会
・
藤
田
春
美
）

4

《
第
８
回
》

９
条
世
界
宗
教
者
会
議

北
海
道
内
で
カ
ト
リ
ッ
ク
の

二
つ
の
大
学
法
人
で
あ
っ
た
藤

学
園
と
天
使
学
園
は
、
本
年
４

月
１
日
に
法
人
合
併
し
、
名
称

が
藤
天
使
学
園
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
人
合
併
は
今
か
ら
30

年
近
く
前
に
天
使
学
園
が
修
道

会
の
手
を
離
れ
た
時
か
ら
、
ず
っ

と
構
想
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。

そ
の
目
的
は
、
天
使
が
カ
ト
リ
ッ

ク
の
学
園
と
し
て
継
続
で
き
る

道
を
つ
け
る
こ
と
で
し
た
。
地

主
司
教
様
も
修
道
会
も
そ
れ
を

望
ん
で
お
ら
れ
、
そ
れ
以
後
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
機
が
熟
す

る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

今
、
少
子
化
の
中
で
経
営
を

続
け
る
こ
と
の
困
難
さ
を
抱
え

て
い
ま
す
が
、
二
つ
の
小
さ
な

カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
法
人
が
存
続

の
た
め
に
苦
労
す
る
よ
り
も
、

少
し
大
き
な
一
つ
の
法
人
と
な
っ

て
、
将
来
の
た
め
に
力
を
合
わ

せ
て
い
く
の
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
学
校
法
人
藤
学
園
理
事
長
・

Sr.
永
田
淑
子
）

藤
学
園
と
天
使
学
園
の

法
人
合
併
に
つ
い
て

参加者たちと（右端が筆者）

憲
法
講
演
会

改
め
て
憲
法
９
条
を
考
え
る
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【 調査概要 】
（１）実施主体

カトリック札幌司教区ハラスメント
対応デスク

（２）調査対象
カトリック札幌司教区内の聖職者・
修道者・信徒・求道者等

（３）調査期間
2023年7月1日～11月30日必着

（４）調査方法
無記名調査票（教区着払封筒添付）
及びＷＥＢによる任意自由回答

（５）調査票配布数
全小教区他4,741枚他WEB公開

（６）回答数：584（W EB回答9含む）
（７）回答率：12.3％

 ハラスメントのない教会共同体をめざして
 ～教会におけるハラスメント意識調査～

日本カトリック司教協議会は、2021年2月17
日「未成年者と弱い立場におかれている成人の
保護のためのガイドライン」を公表。これによっ
て、日本の全教会で宣教や司牧に携わるすべて
の人（聖職者・修道者・信徒・職員・ボランティ
アを含む）が未成年者（弱い立場におかれてい
る成人も含む）の権利擁護並びに保護を確かな
ものとするために、あらゆるレベルでの取り組
みを促進することとなった。

このことからカトリック札幌司教区ハラスメ
ント対応デスクでは、新たな体制づくりと今後
の啓発活動のため標記調査を実施した。

まとめの【前編】は、全調査項目の集計結果
と寄せられた具体的なハラスメント事案を紹介。
まとめの【後編】（次号）は被害者の声を中心
に、今、何が問題なのかを探る。

まとめ【前編】
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【
問
９
】
「
教
会
内
で
、
い
じ
め
、

い
や
が
ら
せ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ

る
と
思
う
」
と
回
答
し
「
そ
の
他
」

に
記
さ
れ
た
具
体
的
経
験
は
次
の
通

り
。
（
抜
粋
・
場
所
や
人
物
特
定
が

さ
れ
な
い
よ
う
文
章
は
一
部
修
正
）

▼
一
般
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

＊
仲
間
以
外
を
無
視
す
る

＊
根
も

葉
も
な
い
噂
を
た
て
ら
れ
る

＊
自

分
と
は
反
対
の
意
見
が
気
に
入
ら
ず

怒
鳴
る

＊
自
分
の
思
い
通
り
に
仕

切
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
度
々
担
当

者
に
対
し
て
感
情
を
む
き
出
し
に
怒

鳴
る

▼
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

【
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
規
程
で

あ
る
、
①
優
越
的
な
関
係
に
基
づ
い

て
②
活
動
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て

行
わ
れ
、
③
身
体
的
も
し
く
は
精
神

的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
、
ま
た
は

信
仰
環
境
を
害
す
る
こ
と
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
事
項
の
み
を
掲
載
】

＊
司
祭
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ

＊
下
位

者
の
意
見
を
無
視
す
る
か
恫
喝
す
る

＊
個
人
名
を
挙
げ
て
運
営
委
員
会
で

非
難
さ
れ
た

＊
有
給
職
員
か
ら
の

パ
ワ
ハ
ラ

＊
台
所
の
使
用
制
限

＊
信
徒
会
長
男
性
か
ら
侍
者
へ
の
感

情
的
な
人
前
で
の
叱
責

▼
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

＊
「
元
気
を
も
ら
い
た
い
か
ら
」
と

異
性
信
者
に
手
を
握
ら
れ
た

＊
司

祭
に
よ
る
セ
ク
ハ
ラ
す
れ
す
れ
の
行

為

＊
信
徒
か
ら
酔
っ
た
勢
い
で
の

個
人
的
連
絡

＊
若
い
頃
邦
人
聖
職

者
か
ら
ハ
グ
す
る
感
じ
で
抱
か
れ
嫌

な
気
持
ち
に
な
っ
た

＊
子
宮
摘
出

手
術
を
し
た
方
に
「
じ
ゃ
あ
も
う
女

じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
と
言
う
聖
職
者

＊
教
会
で
あ
る
お
手
伝
い
の
時
に
男

性
信
徒
か
ら
お
尻
を
つ
か
ま
れ
た

▼
児
童
性
虐
待
・
児
童
虐
待

＊
子
ど
も
の
頃
神
父
に
キ
ス
さ
れ
た

＊
子
ど
も
へ
の
侍
者
教
育
、
は
っ
き

り
言
っ
て
児
童
虐
待
だ
っ
た

＊
子

ど
も
へ
の
暴
力

＊
身
体
を
さ
わ
る
・

服
の
中
に
手
を
入
れ
る
な
ど
子
ど
も

へ
の
性
的
行
為

＊
少
年
期
か
ら
青

年
期
に
聖
職
者
に
よ
る
児
童
性
虐
待

を
受
け
た

▼
宗
教
的
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

＊
教
会
活
動
が
少
な
い
と
言
い
ふ
ら

さ
れ
る

＊
役
員
か
ら
「
周
り
が
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
物
を
言
い

な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た

＊
バ
ザ
ー

の
寄
贈
を
強
要
さ
れ
た

＊
献
金
納

入
袋
を
書
き
換
え
ら
れ
た

＊
典
礼

担
当
者
か
ら
の
批
判

＊
選
ん
だ
霊

名
に
対
す
る
批
判

＊
司
祭
か
ら
突

然
怒
鳴
ら
れ
た

＊
ミ
サ
に
出
よ
う

と
す
る
人
へ
の
差
別

＊
教
会
に
来

る
こ
と
を
強
要
さ
れ
る

＊
司
祭
が

ゆ
る
し
の
秘
跡
を
中
断
退
席
し
た

＊
典
礼
の
勉
強
を
し
て
い
な
い
の
に

幅
を
き
か
せ
る

＊
神
父
が
一
つ
の

グ
ル
ー
プ
と
仲
良
く
な
り
そ
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
嫌
が
ら
せ

＊
先
輩
求
道

者
か
ら
「
教
会
に
来
る
な
」
と
何
度

も
説
教
さ
れ
た

＊
信
者
か
ら
司
祭

へ
の
バ
ッ
シ
ン
グ

▼
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

＊
「
女
性
で
教
会
役
員
に
な
る
と
は

ね
」
と
言
わ
れ
た

＊
「
男
は
ね
」

と
会
議
で
行
動
の
正
当
性
を
主
張
す

る

＊
男
性
か
ら
「
お
前
」
よ
ば
わ

り
さ
れ
た

＊
女
性
蔑
視
の
発
言
と

態
度

▼
差
別
関
係

＊
障
が
い
を
感
じ
て
い
る
人
・
知
的

障
が
い
者
・
教
会
訪
問
者
・
外
国
人

信
徒
へ
の
差
別

＊
精
神
障
が
い
者

の
排
除

調
査
票
及
び
調
査
結
果
に
つ
い
て

は
、
教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
分
か
ち

合
い
等
で
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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◆
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

１
月
28
日
夜
、
月
形
藤
の
園
に
て
神
様
の

み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
91
歳
。

【
略
歴
】

１
９
３
３
年
１
月
４
日
生
ま
れ

１
９
３
３
年
１
月
７
日
受
洗

１
９
５
３
年
３
月
21
日
入
会

１
９
６
３
年
８
月
12
日
終
生
誓
願

２
０
１
７
年
11
月
23
日
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

２
月
５
日
早
朝
、
月
形
藤
の
園
に
て
神

様
の
み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
94
歳
。

【
略
歴
】

１
９
２
９
年
４
月
４
日
生
ま
れ

１
９
４
８
年
３
月
27
日
受
洗

１
９
５
６
年
４
月
16
日
入
会

１
９
６
４
年
９
月
23
日
終
生
誓
願

２
０
１
８
年
11
月
３
日
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

Sr.M.ロザリア

鈴 木 智 子
さ と こ

訃
報

２
０
２
０
年
春
、
カ
リ
タ
ス
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
と
共
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
生
活
困
窮
者
へ
の
特
別
寄
付
」
を

始
め
た
時
、
と
り
あ
え
ず
今
で
き
る
こ

と
か
ら
と
い
う
思
い
だ
っ
た
。
幸
い
な

こ
と
に
特
別
寄
付
に
多
く
の
方
が
関
心

を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
失
い
、
学
費
を
払
え
な
く
な
っ

た
留
学
生
へ
の
学
費
支
援
も
始
め
た
。

１
回
限
り
の
支
援
も
た
く
さ
ん
あ
っ

た
が
、
そ
の
中
に
、
日
本
語
学
校
を
卒

業
し
て
、
札
幌
市
内

の
大
学
に
進
学
し
た

ば
か
り
の
学
生
が
数

名
い
た
。
彼
ら
は
、

日
本
語
学
校
に
通
い

な
が
ら
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
掛
け
持
ち
し
て
、

生
活
費
と
入
学
金
と

１
年
前
期
の
学
費
を
準
備
し
て
支
払
っ

て
い
た
。
大
学
に
入
学
し
て
も
同
じ
よ

う
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
続
け
る
生
活
を
し

な
が
ら
、
学
費
を
準
備
す
る
つ
も
り
で

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
生
活
費
さ
え

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

あ
れ
か
ら
４
年
。
日
本
語
学
校
は
、
日

本
語
を
学
ぶ
外
国
人
し
か
い
な
か
っ
た

が
、
日
本
人
と
友
達
に
な
り
た
い
と
夢

見
た
外
国
人
留
学
生
た
ち
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ば
か
り
で
な
か
な
か
友
達
も
で
き

ず
、
寂
し
い
思
い
も
し
な
が
ら
、
こ
の

春
無
事
卒
業
す
る
。
母
国
に
帰
る
人
も

い
れ
ば
、
札
幌
で
就
職
を
決
め
た
人
も

い
る
。
前
期
と
後
期
の
学
費
支
援
の
度

に
会
っ
て
近
況
を
聞
き
、
４
年
間
の
成

長
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
旅
た
ち
の
時

は
や
は
り
少
し
寂
し
い
が
、
こ
れ
か
ら

は
し
っ
か
り
お
給
料
を
も
ら
い
、
お
金

の
心
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
喜
ん

で
欲
し
い
。

学
業
に
専
念
し
て
欲
し
い
と
思
い
、

学
費
を
ず
っ
と
支
援
し
続
け
て
き
た
の

は
、
継
続
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

の
寄
付
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
き
た

こ
と
な
の
で
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
。
ま
た
、

支
援
を
受
け
た
彼

ら
だ
け
で
は
な
く
、

彼
ら
の
ご
両
親
も

心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

あ
る
青
年
は
、
忙
し
い
の
を
理
由
に
日

本
で
は
教
会
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
学
費
支
援
を
き
っ
か
け

に
北
一
条
教
会
で
行
わ
れ
て
い
る
英
語

ミ
サ
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
さ
れ
て
い
る
こ
の
ミ

サ
に
母
国
の
母
親
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
、
ち
ら
っ
と
映
る
息
子
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
そ
う
だ
。
彼
ら
の
未
来
の

た
め
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
！

（
札
幌
教
区
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
・

西

千
津
）

春
・
旅
立
ち
の
時

Sr.M.アナスタジア

福 井 みつ子

２
０
０
９
年
３
月
ま
で
日
本
に
は
「
東

京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
」
と
「
福
岡
サ
ン
・

ス
ル
ピ
ス
大
神
学
院
」
の
２
つ
の
神
学
院

が
あ
り
、
養
成
方
針
が
異
な
っ
て
い
ま
し

た
。
東
京
で
は
東
京
教
会
管
区
（
札
幌
、

仙
台
、
新
潟
、
さ
い
た
ま
、
東
京
、
横
浜
）

と
大
阪
教
会
管
区
（
名
古
屋
、
京
都
、
大

阪
、
広
島
、
高
松
）
の
各
教
区
司
祭
が
任

期
３
年
（
複
数
期
可
）
で
司
祭
養
成
を
担

う
形
で
し
た
。
福
岡
で
は
長
崎
教
会
管
区

（
福
岡
、
長
崎
、
大
分
、
鹿
児
島
、
那
覇
）

の
教
区
司
祭
養
成
を
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
会

が
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
サ
ン
・
ス
ル
ピ

ス
会
と
は
教
区
司
祭
養
成
の
た
め
に
設
立

さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
の
教
育
団
体

で
す
。
東
京
は
神
学
生
の
自
主
性
に
任
せ

ら
れ
、
福
岡
で
は
規
律
に
従
っ
た
生
活
が

重
ん
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

神
学
生
の
減
少
か
ら
２
０
０
９
年
４
月

に
は
「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
」
と
し

て
日
本
の
16
教
区
の
共
立
神
学
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
東
京
と
福
岡
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
サ
ン
・
ス

ル
ピ
ス
会
の
養
成
方
針
に
し
た
が
っ
て
司

祭
養
成
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
哲

学
科
２
年
間
を
東
京
で
過
ご
し
、
神
学
科

３
年
間
を
福
岡
で
過
ご
し
、
最
後
の
１
年

間
の
助
祭
コ
ー
ス
を
東
京
で
過
ご
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
２
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
よ
る
弊
害
と
し
て
共
同
生
活
を

し
な
い
学
年
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
わ
た
く
し
佐
藤

と
蓑
島
神
父
は
神
学
校
で
共
同
生
活
を
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
８
年
４
月
に
向

け
て
東
京
か
福
岡
の
ど
ち
ら
か
で
神
学
校

生
活
を
送
る
よ
う
に
す
る
検
討
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
結
局
「
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク

神
学
院
」
と
「
福
岡
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
」

に
分
離
独
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
６

年
間
の
共
同
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
神
学
生
の
減
少
は
著
し
く
、

福
岡
で
は
３
名
に
な
っ
て
し
ま
い
新
規
入

学
者
も
お
ら
ず
、
東
京
も
18
名
の
在
学
生

と
３
名
の
新
規
入
学
者
し
か
い
な
い
こ
と

か
ら
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
東
京
に
吸
収

合
併
す
る
こ
と
に
し
、
あ
ら
た
め
て
「
日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
」
と
し
て
再
興
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
サ

ン
・
ス
ル
ピ
ス
会
は
司
祭
養
成
か
ら
撤
退

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

札
幌
教
区
の
ビ
ン
神
学
生
は
１
年
間
休

学
し
ま
す
が
、
２
０
２
５
年
４
月
か
ら
の

復
学
に
向
け
て
日
本
語
の
勉
強
に
い
そ
し

ん
で
お
り
ま
す
。
新
し
く
な
っ
た
神
学
校

で
の
学
び
を
再
び
始
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
お
祈
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
教
区
神
学
生
養
成
委
員
会
・
佐
藤
謙
一
）

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
再
興
の
経
緯
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2023年 1月1日～12月31日
2023年 カトリック札幌司教区教勢報告書

教 会 名

信 徒 数 異 動

男 女 合 計 居所不明
転
入

転
出

幼
児
洗
礼

成
人
洗
礼

死
者

求
道
者

1 岩見沢 103 144 247 0 3 5 0 2 6 1

2 恵庭 46 54 100 3 4 0 1 0 0 0

3 江別 49 72 121 8 1 2 0 1 2 1

4 大麻 94 134 228 44 1 2 0 0 3 0

5 北一条 226 417 643 57 9 160 1 12 19 11

6 北十一条 578 953 1,531 18 14 264 1 1 18 5

7 北二十六条 261 409 670 1 4 4 2 9 13 1

8 北広島 182 296 478 60 5 3 1 5 4 0

9 倶知安 29 46 75 4 1 3 1 0 0 0

10 小野幌 178 292 470 51 2 3 0 1 9 0

11 新田 52 81 133 11 3 1 0 0 3 0

12 小樽 69 203 272 26 3 30 1 3 11 0

13 千歳 61 121 182 0 0 1 0 1 3 0

14 月寒 223 391 614 0 11 6 6 3 18 3

15 手稲 151 220 371 0 2 57 0 1 4 0

16 花川 71 108 179 8 0 1 0 0 0 1

17 真駒内 216 344 560 93 3 1 2 2 6 1

18 円山 357 615 972 55 8 10 0 2 9 1

19 山鼻 227 381 608 0 20 4 0 1 14 2

札幌地区計 3,173 5,281 8,454 439 94 557 16 44 142 27

教区総面積 78,421 ㎢ （北海道地勢2023年12月31日現在）
教区総人口 5,139,913 人 （住基台帳人口2023年12月31日現在）

※（ ）は前年値
在籍信徒数 14,046 人 （ 14,958 人 ）
教役者合計 285 人 （ 298 人 ）
信者総数 14,331 人 （ 15,256 人 ）
求道者数 64 人 （ 67 人 ）
洗礼者数 91 人 （ 86 人 ）
初聖体 47 人 （ 49 人 ）
堅信 54 人 （ 49 人 ）

居所不明 831 人 （ 1,439 人 ）
死者 243 人 （ 232 人 ）

婚姻件数 15 組 （ 41 組 ）
信徒同士 3 組 （ 4 組 ）
信徒と他キリスト教 0 組 （ 0 組 ）
信徒と非キリスト教 9 組 （ 31 組 ）
他宗教同士 3 組 （ 6 組 ）
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教 会 名

信 徒 数 異 動

男 女 合 計 居所不明 転
入

転
出

幼
児
洗
礼

成
人
洗
礼

死
者

求
道
者

20 江差 1 8 9 0 2 0 0 0 0 0

21 当別 59 72 131 40 0 0 0 2 2 0

22 宮前町 243 370 613 67 5 15 2 4 19 0

23 元町 78 151 229 0 0 1 0 0 10 1

24 八雲 24 48 72 10 0 0 0 0 0 0

25 湯川 201 335 536 0 2 0 0 0 15 0

函館地区計 606 984 1,590 117 9 16 2 6 46 1

26 網走 27 28 55 0 0 4 2 1 1 1

27 遠軽 13 16 29 0 0 0 0 1 1 2

28 北見 ※2 66 145 211 23 2 1 0 2 6 4

29 紋別 6 6 12 0 0 0 0 1 1 2

北見地区計 112 195 307 23 2 5 2 5 9 9

30 旭川五条 102 164 266 9 4 7 0 1 4 0

31 旭川六条 95 151 246 0 0 2 0 0 6 1

32 枝幸 9 5 14 10 0 0 0 0 2 0

33 大町 54 118 172 0 0 1 1 0 4 0

34 神居 41 61 102 59 1 1 0 0 4 0

35 士別 18 25 43 0 0 0 0 0 1 0

36 砂川 22 45 67 0 1 0 0 0 1 8

37 滝川 47 70 117 0 0 0 0 2 0 3

38 名寄 24 53 77 0 0 0 0 0 2 0

39 羽幌 10 16 26 0 0 0 0 0 0 0

40 美唄 16 43 59 2 0 0 0 0 3 8

41 富良野 27 46 73 4 0 0 0 2 0 2

42 留萌 55 97 152 12 0 0 0 0 0 0

43 稚内 41 41 82 36 0 0 1 0 4 0

旭川地区計 561 935 1,496 132 6 11 2 5 31 22

44 池田 19 34 53 0 1 0 0 0 0 0
45 帯広 158 229 387 0 1 1 1 2 2 0

46 釧路 ※3 223 339 562 13 0 8 0 3 4 3

47 中標津 57 99 156 28 0 1 0 0 1 0

48 根室 5 20 25 1 0 0 0 0 0 0

49 柏林台 79 123 202 33 0 0 0 0 1 0
50 本別 10 13 23 0 0 0 0 0 0 0

釧路地区計 551 857 1,408 75 2 10 1 5 8 3

51 苫小牧 97 172 269 0 1 220 0 1 2 1

52 静内 19 17 36 3 1 1 0 0 1 0

53 伊達 61 111 172 25 2 0 0 0 1 0
54 登別 32 38 70 1 0 0 0 0 1 0

55 東室蘭 33 89 122 2 0 3 1 0 2 0

56 室蘭 43 79 122 14 0 2 0 1 0 1

苫小牧地区計 285 506 791 45 4 226 1 2 7 2

合 計 5,288 8,758 14,046 831 117 825 24 67 243 64

※1 2022年度分より居所不明10年以上の場合は転出扱いとなり信徒総数より差し引くこととなった。
※2 (巡)美幌教会含む ※3 (巡)厚岸教会含む
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室
蘭
市
水
元
町
に
あ
る
共
同
体
は
、

97
歳
を
頭
に
71
歳
ま
で
の
10
人
の
小
さ

な
共
同
体
で
す
。
今
年
で
来
日
74
周
年

を
迎
え
た
修
道
院
の
成
り
立
ち
は
、

計
画
的
に
創
立
さ
れ
た
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

か
つ
て
中
国
が
、
宗
教
者
を
国
外

追
放
し
た
時
、
北
京
に
は
私
た
ち
の

ル
ー
ツ
と
な
る
ド
イ
ツ
の
流
れ
を
汲

む
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ネ
ソ
タ
州
聖
ヨ
ゼ

フ
修
道
院
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
６

人
の
シ
ス
タ
ー
が
お
り
ま
し
た
。
北

京
か
ら
台
湾
に
避
難
し
て
い
た
時
の

事
、
日
本
行
き
の
２
枚
の
船
便
切
符
し

か
な
く
、
２
人
だ
け
が
未
知
の
国
、
日

本
へ
渡
る
こ
と
と
な
り
、
横
浜
港
に

足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
、
74
年
前
の
６

月
で
し
た
。
本
部
か
ら
２
人
は
す
ぐ
に

ア
メ
リ
カ
に
戻
る
よ
う
に
と
指
示
を

受
け
た
の
で
す
が
、
進
駐
軍
の
婦
人

に
中
華
料
理
教
室
、
さ
ら
に
英
語
や

ピ
ア
ノ
な
ど
を
教
え
、
日
本
で
活
動

を
続
け
帰
国
し
な
か
っ
た
事
が
始
ま

り
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
か
月
前
の
５
月
、
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
男
子
修
道
会
が
司
牧
す
る
東
京

目
黒
教
会
出
身
の
２
人
が
ミ
ネ
ソ
タ
の

聖
ヨ
ゼ
フ
修
道
院
へ
入
会
す
る
た
め

に
横
浜
港
か
ら
旅
立
ち
、
そ
の
３
年
後

ア
メ
リ
カ
で
有
期
誓
願
を
宣
立
し
た

頃
の
日
本
で
は
、
や
っ
と
修
道
会
の

創
立
に
係
る
動
き
が
進
行
し
て
い
た

の
で
す
。

北
海
道
へ
の
第
一
歩
は
夕
張
で
し

た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
67
年
前
、
気
候

や
風
土
が
母
国
の
ミ
ネ
ソ
タ
に
似
て

い
る
事
と
メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
か
ら

の
声
掛
け
で
し
た
。
当
時
の
夕
張
市

は
人
口
10
万
人
、
宣
教
活
動
の
た
め
の

人
手
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の

た
め
日
本
人
シ
ス
タ
ー
の
養
成
が
必

要
と
な
り
、
夕
張
市
清
水
沢
に
修
練

院
を
開
き
修
練
者
の
養
成
を
開
始
し

ま
し
た
。

１
９
６
１
年
に
は
室
蘭
市
の
希
望
に

よ
っ
て
高
等
学
校
、
幼
稚
園
と
教
育

事
業
に
関
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

18
年
後
、
札
幌
の
小
野
幌
教
会
の
近
く

に
新
し
い
共
同
体
を
作
り
教
区
の
幼

稚
園
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
30
年
後
、
札
幌
の
副
都
心
と
し
て

急
激
な
都
市
開
発
が
進
み
、
当
院
の

長
期
計
画
な
ど
も
併
せ
論
議
の
結
果
、

２
０
０
８
年
に
最
終
的
に
室
蘭
市
を
選

び
、
今
は
た
っ
た
一
つ
だ
け
の
共
同

体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

遡
っ
て
１
９
８
５
年
、
ミ
ネ
ソ
タ
の

母
院
か
ら
離
れ
独
立
修
道
院
に
な
り
、

日
本
人
の
共
同
体
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
場
所
で
最
近
、
野
生
動
物
が

多
く
、
た
と
え
ば
リ
ス
、
鹿
、
ア
ラ

イ
グ
マ
、
狸
、
狐
が
出
没
す
る
の
で

お
祈
り
の
た
め
聖
堂
に
集
ま
る
と
、

窓
の
下
に
鹿
の
親
子
が
い
た
の
で
見

入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
た
と
え
、
小

さ
く
て
も
、
呼
ば
れ
た
土
地
こ
の
場

所
で
、
教
会
と
共
に
祈
り
、
喜
び
と

希
望
を
持
っ
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
女
子
修
道
院

愛
さ
れ
て
い
る
兄
弟
姉
妹
と
共
に
祈
り
働
く

今
年
は
、
ご
復

活
に
加
え
、
千
葉

新
司
祭
の
叙
階
式
、

恒
例
の
幼
稚
園
卒

園
感
謝
の
祈
り
の

会
と
卒
園
式
等
々
、

例
年
に
な
く
走
り

回
る
年
度
末
と
な
り
ま
し
た
。
函
館

地
区
に
赴
任
し
て
３
年
目
を
迎
え
、

気
が
付
け
ば
地
区
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク

幼
児
施
設
の
全
て
に
係
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
こ
の
４
月
か
ら
は
祐
川
神
父
、

李
神
父
と
共
に
函
館
白
百
合
学
園
高

等
学
校
の
宗
教
授
業
の
お
手
伝
い
も

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
23
年
前
の
秋
、
藤
学
園
事
務

局
に
奉
職
し
て
以
来
を
振
り
返
る
と
、

学
園
か
ら
シ
ス
タ
ー
の
姿
は
見
え
な

く
な
り
、
校
長
・
園
長
も
。
所
に
よ
っ

て
は
教
職
員
の
中
に
一
人
も
信
者
の

い
な
い
施
設
も
見
受
け
ら
れ
る
現
況

と
な
り
、
寂
し
い
限
り
で
す
。

し
か
し
、
訪
問
す
る
都
度
、
子
ど

も
達
の
元
気
な
、
ひ
た
む
き
な
祈
り

の
声
を
聞
く
の
は
、
お
恵
み
で
す
。

未
だ
宣
教
地
で
あ
る
日
本
に
あ
っ
て
、

し
っ
か
り
と
認
知
さ
れ
続
け
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
係
わ
ら
せ
て
い

た
だ
く
幸
せ
が
身
に
染
み
る
イ
ー
ス

タ
ー
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

（
桶
田
達
也
助
祭
）

室蘭市水本町にある修道院


